
 

 

 

 

 

  ＬａｂｏＴｅｘのバックグランド除去調査 

 

 

 

 

 バックグランドは、ピーク強度の影響を避けるため、ピーク強度の±3度位置で測定される。 

 バックグランド強度はβ方向には不変で、α方向にプロファイルを持つと考えられます。 

 通常、ピーク強度の影響を避けるため、α角度毎にβ方向の最小なβ角度で測定されている。 

 よって、ピーク極点図とバックグランドが同時に測定されている方式では、最小β角度位置に 

 おける１点測定が行われる。 

 更に統計変動を抑えるため、ピーク強度積算時間よりバックグランド測定時間は長めに 

 測定されている。 

 このような状況下、ＬａｂｏＴｅｘにおけるバックグランドデータは、ピーク極点図と 

 同一の極点図が要求されている。 

 更に、β方向の最小値ではない計算が行われている。処理内容は不明（β方法平均値と思われる） 

 β方向の平均値を用いると、通常のバックグランドより高く計算され極点図の外周部分の 

 密度低下を引き起こす。 

 実際、ピーク極点図と同様な測定をバックグランド位置で測定すると、ピークの裾野により 

 バックグランド極点図も配向のあるような極点図になります。 

 やはり、ＬａｂｏＴｅｘの用いてるバックグランドデータによるバックグランド削除には 

 問題があります。 

  

 ２０１７年６月２０日、Ｖｅｒ３．０．５．０では修正されています。 

 しかし、現状の方法では、バックグランドの統計変動に影響され、繊維配向方位が出現する 

 可能性が高い。測定方法の工夫や、バックグランドα方向の修正(Edit)や平滑化が必須でしょう。 

 

 

 

 

 

    ２０１７年０４月０１日 

    ２０１７年０６月２０日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 



概要 

 ＬａｂｏＴｅｘでは、測定データを読み込み極点処理する機能があるが、処理内容が良くわからない 

   同一測定データをピーク極点とバックグランド極点とし、バックグランド除去を行って見た。 

   処理内容が良くわからない。（平均値かな？？） 

 バックグランド測定は、ピーク極点図のα毎の最小のβ角度におけるピーク角度±3度位置を 

    測定しているが、ＬａｂｏＴｅｘのバックグランド処理は良くわからない。 

 ピーク極点図と同一ファイルをバックグランドファイルとして指定すると 

 最大規格化強度が異常に大きな値となる。 

 ＣＴＲ処理方法では、α毎のバックグランド強度と、ピーク最小プロファイルが重なる。 

  

  

  

  ピーク最小プロファイル    バックグランドプロファイル 

 

 

 

 



入力ファイル(111.xrdml) 

  

バックグランドファイル名(111.B.xrdml や 111.BG1.xrdmiは単独では読み込めない) 

ピーク極点図ファイルをコピーし、ファイル名をバックグランド名として 

ピークとバック(111.xrdml,111B.xrdml)を読み込ませると 

  

 異常に規格化強度が高い 

  

 

 

 

 

 

 

他の極点図でも比較する。 



 ＢＧ削除なし     同一データによるバックグランド削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒｉｇａｋｕ方式によるバックグランド削除 



ピークデータ 

 

ピークデータの規格化強度 

 

バックグラン除去＋規格化 

LaboTexの規格化強度 50.57         31.529            31.521 

 

 

 

 

データ比較 



     LaboTex   CTR        LaboTex    CTR 

  

ＣＴＲは、同一α角度の最小値をバックグランドと考えますが、 

ＬａｂｏＴｅｘは平均値をバックグランドとしていると考えられます。 

ＬａｂｏＴｅｘによるバックグランド削除により、密度がゼロの部分は計算上はマイナスになっています。 

これは不自然と考えられます。 


